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1．はじめに 

常陸大宮市などの地方都市では、地域経済の低迷、地

方産業の停滞・空洞化、中心市街地の機能低下などの都

市問題が生じている。また近年では生活風景や地域の歴

史、自然など、地域の個性を活かした景観まちづくりが

行われるようになってきており、それを通して、地域へ

の愛着や誇り、帰属意識がつくられると考えられている。

そのため常陸大宮市では、地域ならではの個性や魅力を

再生させ、市民の生活環境の整備を行うことを目的とし、

昨年から浪漫文化街並みづくり事業の委員会の設置と研

究の取り組みが行われている。 

本研究では、数ある観光資源の中でも、その土地の風

土や文化、伝統が見て取れるものを景観資源と定義した。

またそのなかでも、人々の生活や生業が映し出されるも

のを生活景と定義し、常陸大宮市の生活景を活かした景

観まちづくりの提案を行う。 

2．景観まちづくりの対象地区と生活景 

（1）対象地区 常陸大宮市山方地区 

常陸大宮市は山方地区、大宮地区、緒川地区、御前山

地区、美和地区の 5 地区に分けられる。本研究では、そ

の中でも山方地区を対象地区とする。 

常陸大宮市の景観資源を調査した結果を表１に示す。

山方地区は、常陸大宮市の代表的な伝統工芸である西ノ

内和紙がこの地域で生産されていることから、西ノ内和

紙を常陸大宮市の景観まちづくりの提案に取り入れるこ

とが有効であると考え、山方地区を選定した。 

（2）山方地区の生活景 

生活景には、人々の生活の場であり商いの場でもある

町並み、農作などの場面が見られる地場産品、古くから

継承されてきた伝統技術が挙げられる。 

山方地区の生活系には、表 1 より町並みには明治から

昭和にかけて繁栄した山方商店街、地場産品には、納豆、

鮎、地酒、米などがあり、伝統技術には、西ノ内和紙、

硯が挙げられる。 

3．全国まちづくり動向調査 

（1）分類項目の設定とデータベースの作成 

 全国のまちづくりをウェブサイトやまちづくりに関す

る雑誌から収集し、444件の事例を分類整理した。 

分類項目は、町並み形成、施設整備、地場産品の活用、

景観・自然の保護、伝統の保存・活用、イベントの開催、

文化財の保護・活用、生活環境の改善、まちづくり学習、

体験・交流の実施、ネットワークの 11 項目とした。 

（2）まちづくりの分析 

（a）全体的にみたまちづくりの分析 

 作成したデータベースから、全国のまちづくりがどの

ように推移してきたのかを、事例数の増減や全体に対す

る事例数の割合を年代別にみて分析した。 

 その結果、町並みだけでなく生活の中の資源を活用す

る気運が高まっていることや、地域のまちづくりに対し

ての関心が高まってきていると考えられることがわかっ

た。 

（b) 分類項目ごとのまちづくりの分析 

 次に、11 の分類項目ごとに、時系列でみた傾向の分析、

取り組み内容でみた傾向の分析の 2 つを行った。 

（i）時系列でみた傾向の分析 

エクセルのオートフィルタ機能を使用して、分類項目

ごとに事例を時系列で並べ、傾向を分析した。 

町並み形成の事例では、1960 年ごろから修景や街路整

備等の活動が行われており 1990 年代まで特に活発に取

り組まれている。さらに 2000 年代に入ると商店街によ

る取り組みが増加し、電線の地中化や街路整備などが行

われているなどの傾向がみられた。 

（ii）取り組み内容でみた傾向の分析 

次に、取り組みの内容ごとにどのような取り組みが行

われているのかを調べ、常陸大宮市との共通点などにつ

表 1 常陸大宮市の景観資源 

キーワード 景観 まちづくり 常陸大宮市 
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いて考察した。 

町並み全体の雰囲気にそぐわない店舗・家屋の修景や

電線の地中化など、町並みの時代に考慮した取り組みを

行う傾向がみられた。山方商店街でも昭和の町並みであ

ることを考慮した取り組みを行うことができると考える。 

4．山方地区の景観まちづくりの提案 

（1）事例の抜粋 

常陸大宮市山方地区の景観まちづくりの提案をするに

あたって、作成したデータベースから山方地区の生活景

を活用できそうな事例を抜粋し、新たに表を作成した。

作成した表を表2に表す。 

 常陸大宮市の欄には全国のまちづくりの傾向を分析し

た際に、活用できそうだと考えた生活景である町並み、

地場産品、伝統技術を記載した。また、本研究では山方

地区の景観まちづくりの提案を中心とするが、他の地域

との連携も考えて、大宮地区、緒川地区、御前山地区、

美和地区の活用できそうな生活景も表に記載した。 

（2）景観まちづくりへの提案 

平成 22 年度浪漫文化街並みづくり策定支援業務委託

報告書を手掛かりに、町並みの保存・活用、地場産品の

活用、伝統の保存・活用の 3 点から景観まちづくりの提

案を行った。表 2 の常陸大宮市の欄で青文字となってい

るのが浪漫文化街並みづくり策定支援業務委託報告書に

対する具体的な提案で、赤文字となっているのが、報告

書にはない新しい提案である。 

（a）町並み形成 

浪漫文化街並みづくり策定支援業務委託報告書による

と、既存の街並みを保護しつつ、無電線化あるいは木柱

化を行い、懐かしい昭和の雰囲気を醸し出すことが検討

されている。本研究でも、全国のまちづくり

の分析結果からその取り

組みが重要だと考えたた

め、配電線の木柱化と歩

行者中心の街路整備の提

案を行った。 

（b）地場産品の活用 

 浪漫文化街並みづくり

策定支援業務委託報告書に

よると、舟納豆、根本酒造

などを中心に、県北食文化

の紹介が検討されている。 

本研究では、県北食文化

の紹介に対しての、より具体的な提案として、山方地区

の地場産品と工芸品、他地区の工芸品などを組み合わせ

た、広域的な連携によるまちづくりの提案と、報告書に

はない新しい提案として、山方地区のこんにゃくの製造

過程を活用した生活景の継承の提案を行った。 

（c）伝統の保存・活用 

 浪漫文化街並みづくり策定支援業務委託報告書による

と、西ノ内和紙と久慈黒石硯などを取り込んで、空家を

活用した工芸家誘致を行い、「工芸家の集うまち」を検

討している。 

本研究では、「工芸家の集うまち」に対しての具体的

な提案として、西ノ内和紙の製造工程を利用した生活景

の継承の提案と、さらに報告書にはない新しい提案とし

て、西ノ内和紙と久慈黒石硯、他地区の工芸品などの活

用による広域的な連携の方法を提案した。 

5．結論 

 作成したデータベースを活用して全国のまちづくりの

傾向の分析を行うことができた。また、全国のまちづく

りの傾向の分析結果より、常陸大宮市の生活景を活用す

る方向性が見出せた。またその結果により、景観まちづ

くりの提案を行うことができた。今後は、山方地区内に

とどまらず、常陸大宮市全域や外部との連携を図ってい

くことが課題として挙げられる。 
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